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瀬戸内国際芸術祭2016 小豆島  
《小豆島カタチラボ》graf｜展覧会・イベントのお知らせ 
小豆島の暮らし、自然、産業、モノなどに着目し、新しいカタチを提案する

《小豆島カタチラボ》の展覧会が秋会期よりスタート！ 
会期中には、島の結婚をテーマにした演劇上演や、 
小豆島の秋の味覚を楽しむ食のイベントも開催！ 

　瀬戸内国際芸術祭2016で秋会期から《小豆島カタチラボ》を本格的に展開している大阪のクリエイティ
ブユニットgraf。「調査・検証・解体・編集・再構築というデザイン思考のプロセスを辿りながら、小豆島
の新しいカタチを見つけ出す」プロジェクト《小豆島カタチラボ》を2013年の芸術祭でスタートさせ、そ
の後継続して島で活動を続けています。今年も馬木地区にある旧山吉醤油母屋を展示会場とし、grafのメン
バーがそれぞれ島を巡り、制作した11作品を発表。会場には、島に生息する沢山の鳥から島の豊かさを見
い出す作品、醤油の原料として島にある素材を使用した新たな醤、小豆島の手延べ素麵の工程のひとつであ
る「箸分け」にヒントを得て、提案した建具、小豆島の棚田での伝統行事に使われる松明「火手(ほて)」の
構造から制作された家具、醤油を絞った際に出る醤油粕や、剪定された後のオリーブの枝葉などの廃棄され
るものを自然に還元できる建材として提案した作品など、メンバー独自の視点が光る新しい小豆島のカタチ
が展示されています。 
　また、会期中には、かつては自宅で行われていた「島の結婚」をテーマに、劇団子供鉅人による演劇を上
演。演劇には地域のみなさんも出演します。家での結婚は、神様・ご先祖様・家族・親戚・近所の人などが
共に喜びを分かち合う重要な役割を担っていたことを、地域や世代を超えて楽しめる、ユーモア溢れる演劇
として表現します。 
　さらに、食のイベントも充実。秋の味覚を味わう「山吉邸お弁当の会-秋-」の開催や、小豆島のオリーブ
の葉や果物などを使用したオリジナルブレンドティーを、カタチラボで制作された茶道具を用いて提供する
「小豆島茶会」を旧山吉醤油母屋と、旧醤油会館裏の芸術祭作品《竹の茶室》(京都造形芸術大学城戸崎和
佐ゼミ＋graf)でお楽しみいただけます。 
　小豆島の歴史、文化、産業などから受け継ぎ、豊かな感性で新しく生まれ変わった作品の数々を、ぜひ取
材いただけますようよろしくお願い申し上げます。　　　＊チラシと作家プロフィールは別紙参照ください 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
 瀬戸内国際芸術祭2016 小豆島｜秋会期 
　《小豆島カタチラボ》graf　　作品展示／ワークショップやイベントの開催 
　　　◾展示：10月8日～11月6日(秋会期)　場所：旧山吉醤油母屋 
　　　◾イベント日程　＊各種イベントの予約は、grafのウェブサイトよりお申し込みいただけます。 
　　　10月29日（土）小豆島茶会 ようこそようこそ　場所：《竹の茶室》、旧醤油会館裏庭 
　　　10月29日（土）小豆島カタチラボ presents 劇団子供鉅人「島の結婚」場所：旧山吉醤油母屋 
　　　10月30日（日）小豆島カタチラボ presents 劇団子供鉅人「島の結婚」場所：旧山吉醤油母屋 
　　　11月05日（土）小豆島カタチラボ企画 小豆島茶会　　場所：旧山吉醤油母屋 
　　　11月06日（日）山吉邸お弁当の会 -秋-　　場所：旧山吉醤油母屋　＊詳細は近日公開 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

取材をご希望の方は、下記ページの「取材申込フォーム」にご記入の上、お申込みください。
取材申込フォーム：http://setouchi-artfest.jp/press-info/ 









小豆島カタチラボの舞台である山吉邸のお庭にて、小豆島のおいしい食材や文化がつまった恒例の

“山吉邸お弁当の会”を開催します。小豆島の秋の味覚がたっぷり詰まったお弁当を味わいながら、

醤の郷、ひいては小豆島の食の豊かさを、訪れる人や住まうみなさまとともに楽しむ会です。

2013 年の瀬戸内国際芸術祭でも、春・夏・秋と開催し、今回は小豆島の食文化に欠かせない“発酵”を

テーマにした新しいカタチをお弁当としてお届けします。みなさまのお越しをこころよりお待ちしております。

20 16 年 1 1 月 6 日（日）12 時 — 15 時

定員 100 名／参加費 600 円／予約不要 ※無くなり次第終了

場所：カタチラボ（旧山吉醤油母屋・香川県小豆郡小豆島町馬木甲 710 番地）

yamakichi tei obentou no kai / THE ISLAND LAB. BY GRAF IN SHODOSHIMA SETOUCHI TR IENNALE 2016



graf
大阪を拠点に家具の製造・販売、デザイン、アー
トから食、イベントの企画運営まで、暮らしに
まつわる様々な要素をものづくりから考え実
践するクリエイティブユニット。

graf Webサイト：http://www.graf-d3.com

＊grafは同じく芸術祭の取組みで、《小豆島
カタチラボ》のイベントを夏会期に、秋会期
には作品展示を予定しています。
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grafが関わるそのほかのプロジェクト

《Shodoshima Gelato Recipes Project by カタチラボ》
   graf＋FURYU MINORI GELATO (ミノリジェラート)
瀬戸内国際芸術祭2016で、grafとFURYUのコラボレーションにより完成した大人気ジェラー
ト店。grafは、旧米蔵をリノベーションし、内装やロゴ・メニューのデザインなどを手がけ
ました。またgrafが招聘したイラストレーターdannyによる小豆島の食材を描いたイラスト
が店内に展示され、会期ごとに1点ずつ追加されています。小豆島の旬の新鮮なフルーツや野
菜などを活かし、工房で全て手作りされるジェラートとともに空間そのものを楽しむことが
できます。

ショーケースには色とりどりの旬の食材をつかったジェラート。港での待ち時間に最適なスポットになっている。


